
 
 

                              

（
十
三
）
皆
野
・
親
鼻
界
隈 

  

一
一
月
三
日
朝
、
大
宮
郷
を
退
去
し
た
困

民
党
は
午
前
九
時
頃
皆
野
に
入
り
、
野
口
タ

ツ
経
営
の
旅
籠
「
角
屋
」
を
本
陣
と
し
て
、

親
鼻
・
栗
谷
瀬
・
大
浜
三
方
の
渡
し
場
を
固

め
る
守
備
体
制
を
布
き
ま
し
た
。
困
民
党
軍

の
総
数
は
二
〇
〇
〇
余
人
と
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
翌
四
日
午
後
、
田
代
栄
助
・
井
上
伝

蔵
な
ど
幹
部
が
相
次
い
で
本
陣
を
「
離
脱
」

す
る
「
皆
野
本
陣
の
解
体
」
が
あ
り
、
下
小

川
陣
地
か
ら
粥
仁
田
峠
に
向
う
落
合
寅
市
隊
、

皆
野
か
ら
本
野
上
に
向
う
大
野
又
吉
ら
金
屋

隊
、
大
浜
か
ら
下
吉
田
に
向
う
坂
本
宗
作
ら

信
州
隊
が
去
る
と
、
午
後
五
時
半
頃
、
困
民

党
軍
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
間
、
皆
野
村
の
被
害
は
、
皆
野
交
番

の
他
金
子
利
七
・
松
島
屋
（
島
田
正
平
）
の

二
戸
の
「
家
屋
破
壊
」、
小
池
槌
蔵
（
戸
長
）・

枡
屋
（
矢
尾
喜
兵
衛
）・
金
子
谷
蔵
（
現
金
子

医
院
）
他
現
金
二
〇
戸
、
物
品
四
三
戸
、
そ

の
他
白
米
一
五
石
余
な
ど
、
民
間
の
被
害
戸

数
は
延
べ
五
七
戸
、
金
額
は
六
七
六
円
余
で

し
た
（「
秩
父
暴
徒
関
係
書
類
⑶
」、
小
鹿
野

町
は
三
五
五
七
円
余
、
大
宮
郷
は
一
二
九
六

円
余
）。 

 

一
方
、
皆
野
村
の
事
件
参
加
者
は
「
農
民

裁
判
文
書
」
に
名
前
が
見
え
る
一
三
人
、
そ

の
他
を
加
え
る
と
一
七
人
で
す
。
こ
の
う
ち

所
番
地
が
判
明
す
る
の
は
、
戦
場
三
人
、
土

京
六
人
、
親
鼻
一
人
で
す
。
事
件
当
時
、
皆

野
村
は
戸
数
三
八
一
戸
、
人
口
一
八
三
九
人

で
す
か
ら
参
加
者
／
戸
数
は
約
四
％
で
す
。 

 

角
屋 

一
一
月
一
日
午
後
三
時
、
県
警
は

寄
居
か
ら
皆
野
に
移
動
、
角
屋
を
前
線
仮
本

部
と
し
、
看
板
を
掲
げ
ま
し
た
。
間
も
な
く

江
夏
本
部
長
も
角
屋
に
入
り
ま
し
た
。 

こ
の
夜
、「
皆
野
は
秩
父

の
要
地
」
と
言
っ
て
皆
野

に
来
た
も
の
の
、
い
ま
や

「
こ
の
地
は
危
険
に
し
て

鶏
卵
の
ご
と
し
、
本
部
を

置
く
所
に
あ
ら
ず
」
の
議

論
が
起
こ
り
、
同
時
に
、

警
察
・
憲
兵
隊
だ
け
で
は

対
応
で
き
な
い
こ
と
に
気

付
き
、
鎮
台
兵
派
兵
要
請

を
決
め
て
い
ま
す
。 

翌
二
日
夜
中
の
三
時
、

角
屋
を
発
ち
、
前
線
本
部

は
寄
居
に
後
退
し
ま
ま
し

た
。 

 
な
お
、
角
屋
の
古
い
写

真
・
一
八
九
〇
年
「
原
の

大
火
」
当
時
の
皆
野
町
筋

の
図
は
、
前
回
連
載
「
秩

父
事
件
と
皆
野
町
⑥
⑦
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

戸
長
役
場
・
交
番 

前
記
「
皆
野
町
筋
」

図
を
見
る
と
、
角
屋
先
か
ら
県
道
を
右
に
入

り
、
役
場
か
ら
の
新
道
と
下
原
交
差
点
か
ら

の
道
を
横
切
り
、
山
中
ワ
イ
シ
ャ
ツ
店
向
か

い
で
県
道
に
合
流
す
る
、
ち
ょ
う
ど
下
原
交

差
点
を
迂
回
す
る
よ
う
な
狭
い
道
が
あ
り
ま

す
（
埼
玉
信
用
組
合
敷
地
内
は
消
滅
）。 

こ
の
道
が
、
古
い
秩
父
往
還
と
の
こ
と
で

す
。
こ
の
道
の
北
側
部
分
の
山
崎
氏
宅
辺
に

戸
長
役
場
・
反
対
側
「
マ
ミ
ー
」
の
建
物
辺

に
交
番
（
大
宮
郷
警
察
署
皆
野
分
署
）
が
あ

っ
た
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

一
八
八
三
、
八
、
二
付
、
吉
田
清
英
埼
玉

県
令
宛
「
戸
長
役
場
設
置
伺
い
」
で
、
皆
野

村
三
代
目
戸
長
・
小
池
槌
蔵
は
、
見
取
り
図

を
添
え
て
自
宅
の
三
間
（
土
間
と
二
間
か
）

を
戸
長
役
場
と
し
て
使
用
し
た
い
「
伺
い
」

を
出
し
て
い
ま
す（『
皆
野
町
誌-

通
史
編
』）。 

 

「
皆
野
町
筋
」
の
皆
野
村
戸
長
役
場
は
、

秩
父
事
件
後
に
設
置
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

（
角
屋
分
岐
） 

   
 
 
 
 
 

常
山 

 

知
子 

         

 

   
 

二
月
二
〇
日
、
秩
父
市
婦
人
会
館
で
集
会
が
も

た
れ
、
そ
の
後
集
会
参
加
者
は
（
一
五
〇
人
）
寒

風
の
中
市
内
を
デ
モ
行
進
し
、
市
民
に
ア
ピ
ー
ル 

し
ま
し
た
。
主
催
者
挨
拶
で
「
国
会
論
戦
で
安
倍

総
理
は
、
３
本
の
矢
で
デ
フ
レ
経
済
を
立
て
直
す

と
主
張
し
て
い
る
が
、
い
く
ら
市
中
に
お
金
を
供

給
し
て
も
働
く
人
の
所
得
を
増
や
さ
な
け
れ
ば
、

経
済
は
改
善
さ
れ
ま
せ
ん
」
と
強
調
し
て
い
た
。 

大
企
業
が
貯
め
こ
ん
で
い
る
内
部
留
保
（
約
２

６
０
兆
円
）
の
一
部
を
つ
か
っ
て
賃
上
げ
に
ま
わ

す
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
国

会
の
論
戦
か
ら
、
安
倍
総
理
や
麻
生
財
務
大
臣
も

認
め
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
秩
父
生
協
病
院
労
組
、

埼
教
組
秩
父
支
部
、
埼
玉
土
建
秩
父
支
部
、
秩
父

民
商
商
工
会
、
放
射
能
か
ら
み
ん
な
の
健
康
と
い

の
ち
を
ま
も
る
秩
父
の
会
、
日
本
共
産
党
秩
父
郡

市
議
員
団
、
か
ら
取
り
組
み
状
況
の
報
告
と
決
意

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
国
民
的
な
運
動
で
安
倍
内

閣
を
攻
め
ま
し
ょ
う
。 

 
 

不
況
打
開
・
く
ら
し
と
雇
用
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

守
る
秩
父
集
会
！ 

 

 
 
 

新
米
議
員
の
ひ
と
り
ご
と 

 

「
命
」「
い
・
の
・
ち
・
」
重
い
響
き
で
す
。 

こ
の
世
に
生
を
う
け
、
生
き
て
い
ま
す
。 

あ
る
日
、
た
っ
た
一
つ
の
命
が
ア
ッ
と
い
う
間

に
消
え
て
し
ま
っ
た
ら
・
・
・ 

愛
す
る
家
族
や
、
友
人
に
別
れ
も
言
え
ず
消
え

て
し
ま
っ
た
ら
・
・
・
・ 

三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
尊
い

命
が
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

二
年
目
の
そ
の
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

暗
い
気
持
ち
で
命
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
。 

 

一
月
末
に
、「
何
も
聞
か
な
い
で
！
し
ば
ら

く
入
院
し
ま
す
。」
大
好
き
な
友
か
ら
メ
ー
ル

が
あ
り
ま
し
た
。
家
族
に
も
聞
け
ず
、
た
だ
心

配
し
て
い
る
だ
け
で
し
た
。 

 

「
退
院
し
ま
し
た
。」
と
連
絡
が
あ
っ
た
の

は
三
月
に
入
っ
た
と
き
で
し
た
。「
さ
よ
な
ら

も
言
え
ず
、
い
っ
て
し
ま
う
か
と
思
っ
た
。」 

と
友
は
言
う
。
で
も
よ
か
っ
た
。 

尊
い
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。 

   

私
に
と
っ
て
、
二
度
目
の
三
月
議
会
が
始
ま

り
ま
す
。
今
こ
そ
一
人
一
人
の
命
が
大
切
に
さ

れ
る
政
治
が
必
要
で
す
ね
。 


